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論文内容の要旨

本論文の課題は、機械工業を支える重要基礎部品工業=素形材産業である明治期大阪の鋳物業を取り上げ、在来鋳

物技術と近代鋳物技術の継承関係、機械鋳物市場の出現が鋳物業者たちに与えたさまざまな影響、鋳物関連商(鋳物

関連原材料商、金物商など)の役割、鋳物業者の組織化の動向などを検討することによって、従来ほとんど未開拓で

あった明治期における大都市中小工業の実態を明らかにすることである。

本論文は序章、第 1'""-'4 章、終章から構成されている。序章「課題と方法」では戦後における鋳物工業史研究が概

観されたうえで、鋳物工場の特質を「影多性と零細性」の視角から否定的に理解するのではなく、鋳物産地の地域特

性、鋳物業と産業集積との関連、日用品鋳物・土木建築鋳物・機械鋳物の相互関連、さらに鋳物業者を取り囲む商人

たち(鉄商、コークス商、金物商)の役割を検討することによって、明治期大阪の機械工業の発展を支えた鋳物工業

のダイナミズムが明らかにされなければならないとされる。

第 1 章「明治期における機械鋳物業の形成」では、近世以来の日用品鋳物業から機械鋳物業が専門分化するプロセ

スが検討され、第 1 に官営工場や民間大経営とは異なり、主として職工数 10 名以下の零細鋳物工場では在来技術・

設備の漸次的変化によって近代化が推進されたため在来鋳物業と近代鋳物業の聞には人的・技術的連続性が濃厚にみ

られた点、第 2 に明治後期の大阪では市中心部を囲緯する形で鋳物工場の 5 つの集積が確認され、そこでは関東の鋳

物業に特化した川口などとは違って鋳物工場と機械工場の混在が確認でき、両者が相互補完・共存関係にあったこと

が実証されている。

第 2 章「明治後期における機械鋳物市場と機械鋳物業者の展開」では、鋳物製品市場の動向が内外需別に検討され、

圏内の安定した日用品鋳物市場の役割、輸移出に占める綿繰機、金庫、印刷機、原動機などの意義が大きかったこと

などが確認され、続いて明治期の大阪で活躍した 12 名の中小鋳物経営者の経営展開を追跡することによって、「鋳物

専業一貫型J (①日用品鋳物専業、②日用品鋳物から機械鋳物へ、③機械鋳物専業)および「機械工業進出型j の経

営類型を析出している。

第 3 章「明治期大阪における鋳物関連商」では、鋳物業者を取り巻く鉄商、コークス商、金物商といった鋳物関連

商の経営実態と地理的分布が検討され、鋳物関連商のなかでは経営規模がもっとも大きな鉄商は西区立売堀を中心に

立地し、平均経営規模が鋳物業者よりも大きい金物商は明治前期から鋳物工場の集積地で、あった南区に数多ミ集まっ

た。また比較的規模の大きな鉄商聞の連携が緊密であったのに対し、金物商は小規模乱立状態を特徴とした。
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第 4 章「明治期における大阪鋳物組合の再編J では、鋳物業者の組織化の実態と機能が時期別に検討される。具体

的には近世の真継家支配と大阪の鋳物師仲間の関係、株仲間解散後の営業上の混乱を修復するために組織された任意

組合、大阪堺市街商工業取締法と同業組合準則に基づいて組織された各鋳物関連組合、重要物産同業組合法によって

同業者の強制加入が可能になった機械鋳物組合の動向が分析され、その結果、以上のような組織再編の背景には「粗

製濫造」問題への対応が絶えず存在したにもかかわらず、大阪器機鋳物製造同業組合の事例からは品質検査機能はほ

とんど発揮できず、組合活動の中心は強制加入の徹底、職工争奪の取締、同業者間の調停仲裁にとどまっていたこと

が明らかにされる。

終章「総括J ではこれまでの分析結果が要約され、近代鋳物技術の導入を在来鋳物技術で補完した中小鋳物工場の

技術動向、機械工場と相互補完・共存関係にあった鋳物工場が形成する 5 つの集積地(複合集積地)の存在によって

可能となった柔軟な鋳物製品供給、日用品鋳物専業者にとどまる業者から代表的機械製造業者にまで成長する鋳物業

者までの幅広い経営展開、鋳物業者の活動を側面から支える鋳物関連商の重要な役割、同業者組合の限定された機能

などが確認され、最後に機械鋳物という多品種少量生産の展開を支えた複合集積地とそのネットワークの重要性が指

摘される。

論文審査の結果の要旨

本論文の貢献は、明治期大阪における機械工業の発展を支えた鋳物業の展開過程を、技術、生産、経営、組織化、

原材料購入と製品販売、市場の諸側面から丹念に追跡することによって、鋳物工場や機械工場、さらに工場用品業者

などとともに形成された複合集積地の存在が、多種多様な機械器具製品の供給を可能にした重要な 1 条件で、あった点

を明らかにしたことである。資料的制約から鋳物業者の経営分析、業者間の取引実態の検討がやや手薄な点などを問

題点として指摘できるが、これらはいずれも筆者の今後の課題であり、本論文は博士(経済学)の学位に値するもの

と判断する。




